
















戦は 65 歳以上の有症率が 5-14％と高い．老人の代名詞と
も言うべき疾患であるが，未だその発症メカニズムは解明
されていない．GTP 結合タンパク質である ARF タンパク
質はクラス I（ARF1，2，3），クラス II（ARF4，ARF5），
クラス III（ARF6）の 3 種に分類される．ARF4 および
ARF5 の遺伝子欠失（KO）マウスを作製したところ，
ARF4（＋／－）かつ ARF5（－／－）マウス（以下，ク








タグを付した ARF5 遺伝子を L7 プロモーター遺伝子の下



















果から，小脳プルキンエ細胞におけるクラス II ARF タン





























生体マウス（4～5 週齢）に AAV-PHP.B を静脈注射し，投
与後 0～7 日の各時点でマウス血清を回収，ELISA 法で
NAb を測定し NAb 産生の時間経過を明らかにした．次に，
アストロサイト特異的 GFAP プロモーター制御下で赤色
蛍 光 タ ン パ ク 質（mCherry） を 発 現 す る AAV-PHP.B
（GFAP-mCherry）を生体マウスに静脈注射し，マウスに
NAb 産生を誘導した．初回ウイルス投与後 0～7 日間隔を
空けて，神経細胞特異的 NSE プロモーター制御下で緑色
蛍光タンパク質（GFP）を発現する AAV-PHP.B（NSE-GFP）
を静脈注射した．1 回目の静脈注射による NAb 産生が 2
回目のウイルス静脈投与による遺伝子発現に与える影響を，
2 回目の投与後 2 週間で脳の遺伝子発現を観察することで
明らかにした．【結　果】 AAV-PHP.B に対する NAb は





比較して 1 日間隔を空けると GFP 発現が減少し始め，7
日間隔を空けると完全に GFP 発現が消失した．しかし，
GFAP-mCherry を静脈投与後 7 日経過した（すなわち十分
に NAb が産生した段階の）マウスに，NSE-GFP のウイ
ルスを直接小脳実質に投与すると GFP を発現した．【考
察と結語】 AAV-PHP.B は静脈注射後 1 日目から徐々に中














生した SpCC の 2 例を経験したので pool 解析による臨床
病理学的検討を加えて報告する．【材料と方法】 【検討
①】 口腔に発生した SpCC の予後予測因子について pool
解析を行った．対象は渉猟可能であった本邦における口腔







以下 EMT）との関連を検討した．【結　果】 pool 解析




発現低下および vimentin の発現上昇を認めており EMT の
関与が示唆された．【考察と結語】 口腔に発生した




























を 1 から 10 まで数える数息観を行い，呼吸を数えていな
いことに気付いたらボタンを押す課題を，8 分× 4 セット
行った．Pz，C3，C4，A1，A2，FpZ からサンプリング周
波数 1,000 Hz で脳波を取得し，接触インピーダンスは 5 k




れた脳波の周波数分析を 2,048 ms 毎に行った．【結　果】
現在までの結果では，ボタン押し回数の平均値は，NF 群
において高く，対照群では低かった．ボタン押し回数と音
提示回数の一致率は，NF 群の方が RS 群より高い傾向に
あった．一方，ボタン押しがあった場合の音の提示率は
NF 群と RS 群で変わらなかった．脳波はα波の振幅が NF
群において大きい傾向にあり，δ波の振幅が対照群（RS 群
および NS 群）で大きい傾向にあった．【考察と結語】
NF 群においてボタン押し回数が高かったことと，α波の
振幅が高い傾向にあったことから，脳波によるマインドワ
ンダリングの状態推定と音提示により，被験者がよりマイ
ンドワンダリングの状態に気付き，注意を持続できる手法
として，効果がある可能性がある．
